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日
本
初
の
公
立
近
代
美
術
館
で
あ
る
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
は
、
一
九
五

一
（
昭
和
二
十
六
）
年
十
一
月
に
開
館
し
た
。
館
長
は
東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
長
を
務
め
て
い
た
村
田
良
策
だ
っ
た
。
た
だ
、「（
略
）
国
立
大
学
の
教
官
は

兼
任
が
で
き
な
い
の
で
、
富
永
惣
一
案
も
出
さ
れ
た
が
、
学
習
院
大
教
授
の
仕

事
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
滝
口
修
造
案
は
辞
退
さ
れ
、
自
由
な
立
場
に
あ
っ
た
美

術
評
論
家
土
方
定
一
が
専
任
の
副
館
長
と
な
り
、
非
常
勤
の
村
田
館
長
を
補
佐

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
吉
川
逸
治
談
）
1
（

）」
と
い
う
。
土
方
定
一
（
図
１
）
は
当

時
四
十
六
歳
で
あ
り
、
同
年
六
月
に
千
葉
工
業
大
学
教
授
を
辞
任
し
て
い
た
）
2
（

。

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長
と
な
っ
た
土
方
は
「
エ
ク
セ
キ
ュ
ー
テ
ィ

ヴ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
し
て
企
画
運
営
に
従
い
）
3
（

、
や
が
て
六
十
歳
を
迎
え
た

一
九
六
五
年
一
月
に
は
同
館
館

長
に
就
任
す
る
。
土
方
が
現
職

の
ま
ま
亡
く
な
る
の
が
一
九
八

〇
年
十
二
月
二
十
三
日
で
あ
る

か
ら
、
館
長
職
を
お
よ
そ
十
六

年
務
め
た
わ
け
で
あ
り
、
十
三
年
間
の
副
館
長
時
代
を
含
め
る
と
土
方
は
、
神

奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
二
十
九
年
に
わ
た
っ
て
重
責
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。

Ⅰ　

ベ
ル
リ
ン
入
り
ま
で
の
土
方
定
一

（
一
）
自
己
は
語
ら
ず

　

六
十
三
歳
時
の
土
方
定
一
は
自
ら
を
分
析
し
て
「
自
己
を
語
る
こ
と
を
好
ま

な
い
ぼ
く
は
、（
略
）」「
ど
う
し
て
自
己
を
語
る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
だ
ろ
う
、

と
、
い
つ
も
自
問
す
る
が
、
そ
れ
は
汚
辱
の
な
か
に
い
つ
も
あ
っ
た
自
己
と
直

面
す
る
こ
と
を
避
け
る
卑
怯
な
ぼ
く
の
心
か
ら
の
よ
う
だ
。」「
ど
う
も
自
己
を

語
る
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
こ
ま
る
こ
と
だ
。
自
己
は

仕
事
で
証
明
す
べ
き
も
の
で
、
語
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
う
の
が
ぼ
く
の
信

条
で
あ
る
か
ら
だ
）
4
（

。」
と
書
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
七
十
三
歳
時
に
は
「
ぼ
く
は
、

あ
る
理
由
で
、
と
い
う
よ
り
、
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
な

か
で
死
ん
で
い
っ
た
親
し
か
っ
た
友
だ
ち
の
こ
と
を
、
ま
ず
書
く
義
務
を
自
己

土
方
定
一
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在

福　

田　
　
　

衛

図１　土方定一
（1904～1980年）
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に
課
し
て
い
て
、
ま
だ
、
そ
れ
は
実
現
し
な
い
に
し
て
も
、
自
己
の
過
去
を
書

く
こ
と
を
自
己
拒
絶
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
5
（

。」
と
告
白
し
た
。
な
る
ほ
ど
土

方
は
、
多
く
の
自
著
に
お
い
て
自
己
を
ほ
と
ん
ど
語
っ
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
土
方
の
後
を
継
い
で
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
館
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
る
匠
秀
夫
が
編
ん
だ
「
土
方
定
一
年
譜
）
6
（

」（
図
２
）
は
、
土
方
の
お

よ
そ
の
生
涯
を
伝
え
る
。
ま
ず
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
二
十
五
歳
ま
で

の
土
方
を
概
観
し
て
お
く
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
十
二
月
二
十
五
日
、

岐
阜
県
大
垣
市
に
生
ま
れ
た
土
方
定
一
は
学
齢
前
に
名
古
屋
市
に
移
り
、
一
九

一
二
（
大
正
元
）
年
に
は
東
京
市
に
転
居
し
た
。
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年

四
月
、
十
七
歳
で
水
戸
高
等
学
校
文
科
乙
類
に
入
学
す
る
と
舟
橋
聖
一
や
草
野

心
平
ら
と
同
人
誌
を
発
刊
し
て
自
作
の
詩
も
発
表
し
て
い
る
。
土
方
は
同
校
で

二
度
の
留
年
を
経
験
す
る
。

　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、

土
方
は
二
十
二
歳
で
東
京
帝

国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史

学
科
に
入
学
し
た
。
当
初
は

大
塚
保
治
教
授
、
次
い
で
大

西
克
禮
助
教
授
に
つ
く
。
学

生
時
代
に
は
、
東
京
美
術
学

校
彫
刻
科
に
学
ぶ
浜
田
辰
雄

ら
と
指
人
形
劇
団
を
結
成
し

た
。
紀
伊
國
屋
で
の
上
演
で

は
草
野
心
平
ら
が
出
演
し
、
宮
島
資
夫
と
森
三
千
代
が
観
劇
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
土
方
は
脚
本
「
ど
う
し
て
馬
は
風
邪
を
ひ
く
か
」
の
執
筆
や
、
フ
ラ
ン
ツ
・

メ
ー
リ
ン
グ
『
レ
ッ
シ
ン
グ
伝
説
』
の
共
訳
を
手
掛
け
て
い
る
。
そ
し
て
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
、
二
十
五
歳
の
土
方
は
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
。

卒
業
論
文
主
題
は
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学
』
だ
っ
た
。
卒
業
後
の
土
方
は
大
学
院

に
残
る
。

（
二
）「
土
方
定
一
年
譜
」
の
誤
り

　

大
学
院
進
学
後
の
「
土
方
定
一
年
譜
」
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
の
欄
は
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。「
五
月
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
、
ド
イ
ツ
に
赴
く
。
車
中
、

武
林
武マ
マ

想
庵
を
知
る
。
ド
イ
ツ
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
美
学
を
研
究
し
た
が
、
翌
年
、

胸
を
病
ん
で
、
帰
国
す
る
」。
つ
ま
り
土
方
は
五
月
に
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
翌
年

に
帰
国
し
た
わ
け
だ
。
た
だ
し
、
同
年
譜
上
の
日
本
出
国
の
時
期
は
誤
り
で
あ

る
。
土
方
が
ド
イ
ツ
に
赴
い
た
の
は
「
一
九
三
〇
年
五
月
」
で
は
な
く
「
一
九

三
〇
年
十
月
中
旬
以
降
」
だ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
土
方
と
道
中
を
共
に
し

た
武
林
無
想
庵
は
晩
年
、
口
述
筆
記
で
一
九
三
〇
年
を
こ
う
回
想
す
る
。

　
「『
大
地
』
の
口
訳
が
す
ん
だ
の
は
、
八
月
の
半
ば
す
ぎ
で
し
た
、（
略
）
／

そ
こ
へ
、
あ
る
朝
、
潤
一
郎
か
ら
手
紙
が
き
て
、
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら

す
ぐ
き
て
く
れ
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
し
た
。
／
さ
っ
そ
く
出
か
け
て
い
く
と
、

わ
た
し
の
顔
を
見
る
な
り
、
／
│
│
ぼ
く
は
、
と
う
〳
〵
決
行
す
る
こ
と
に
し

た
よ
！　

と
、
い
つ
も
と
ち
が
っ
た
重
々
し
い
調
子
で
口
を
切
っ
た
潤
一
郎
は
、

い
よ
〳
〵
離
婚
す
る
こ
と
に
し
た
千
代
子
夫
人
を
、
佐
藤
春
夫
の
父
親
の
了
承

図２　『歴程』「特集　土方定一追悼」号表紙㊧と
同号収録「土方定一年譜」一九三〇年の欄㊨
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の
も
と
に
、
春
夫
氏
と
の
結
婚
を
み
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
き
さ
つ
を
語
り
ま

し
た
。
／
そ
う
し
て
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
声
明
書
を
き
の
う
日
本
中
の
お
も

な
る
新
聞
や
、
友
人
た
ち
へ
送
っ
た
と
い
う
の
で
し
た
）
7
（

。」

　

一
九
三
〇
年
の
武
林
無
想
庵
は
、
三
月
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
田
山
花
袋
が
亡
く
な
り
、
無
想
庵
は
そ
の
葬
儀
に

参
列
す
る
）
8
（

。
無
想
庵
再
婚
時
の
仲
人
が
田
山
だ
っ
た
。
田
山
花
袋
死
去
は
五
月

十
三
日
で
あ
る
。
そ
し
て
谷
崎
潤
一
郎
が
、
妻
の
千
代
子
を
佐
藤
春
夫
に
譲
渡

す
る
と
い
う
新
聞
報
道
は
八
月
十
九
日
に
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
三
〇
年

の
無
想
庵
は
五
月
に
も
八
月
に
も
日
本
に
い
た
わ
け
で
あ
り
、
土
方
と
五
月
に

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
外
交
史
料
館
に
残
る
公
的
記
録

「
外
國
旅
券
下
付
表
」（
図
３
）
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。「
外
國
旅
券
下
付
表
」

に
は
、
土
方
へ
の
旅
券
下
付
が
一
九
三
〇
年
九
月
一
日
、
無
想
庵
に
は
同
年
九

月
二
十
二
日
、
そ
し
て

彼
ら
と
同
道
し
た
山
本

夏
彦
に
は
同
年
九
月
二

十
五
日
の
記
載
が
あ
る
。

　

無
想
庵
の
口
述
筆
記

は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
車
中

の
土
方
に
も
触
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
ド
イ

ツ
の
ギ
イ
セ
ン
へ
、
い

わ
ば
、
ナ
チ
の
研
究
に

お
も
む
く
国
粋
主
義
者
の
村
上
珊
瑚
郎
君
、
そ
れ
か
ら
、
帝
大
文
科
の
美
学
を

出
た
ば
か
り
の
、
土
方
定
一
君
は
、
反
対
に
す
っ
か
り
マ
ル
ク
ス
か
ぶ
れ
し
て
、

そ
の
留
学
目
標
も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
・
バ
ッ
ハ
を
研
究
す
る
つ
も
り
だ
な
ど
と

い
っ
て
い
ま
し
た
）
9
（

」。
ま
た
、
山
本
夏
彦
も
五
十
七
年
後
の
一
九
八
七
年
、
曖

昧
な
記
憶
を
頼
り
に
往
時
を
回
想
し
て
い
る
。
山
本
に
よ
る
と
「（
筆
者
注
・

無
想
庵
の
口
述
筆
記
）『
む
さ
う
あ
ん
物
語
』
に
は
出
発
が
い
つ
だ
っ
た
か
書

い
て
な
い
。
到
着
が
十
一
月
だ
と
あ
る
か
ら
十
月
だ
ろ
う
。（
略
）
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
の
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
土
方
定
一
と
村
上
珊
瑚
郎
の
二
氏
と
同
室
に

な
っ
た
。
土
方
定
一
は
私
よ
り
十
二
年
上
で
数
え
二マ

マ
十
八
で
あ
る
。
丈
高
く
に

が
み
走
っ
た
美
青
年
で
あ
る
。
た
だ
し
肺
病
ら
し
く
す
す
け
た
よ
う
な
顔
色
を

し
て
い
た
）
10
（

。」
と
い
う
。

　

山
本
夏
彦
は
こ
う
も
記
す
。「
私
た
ち
一
行
が
パ
リ
へ
行
く
途
次
ベ
ル
リ
ン

に
立
寄
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
土
方
定
一
も
そ
の
場
に
い
た
。
／
（
略
）

無
想
庵
は
私
を
土
方
定
一
に
預
け
て
、
と
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
ブ
タマ
マ

ペ
ス
ト

へ
向
っ
た
。
私
は
土
方
の
宿
に
一
週
間
あ
ま
り
同
居
し
て
い
た
）
11
（

」。
そ
し
て
無

想
庵
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
経
て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
着
い
た
頃
を
回
想
し
て
「
翌
朝
の

一
字
も
読
め
な
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
新
聞
に
は
、
す
で
に
十
一
月
だ
と
い
う
の
に
、

外
套
も
き
ず
、
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
で
よ
ご
れ
く
さ
っ
た
、
一
張
羅
の
ま
ゝ
の
わ
た

し
の
到
着
姿
が
、
写
真
に
と
ら
れ
て
出
て
い
ま
し
た
）
12
（

。」
と
口
述
し
て
い
る
。

　

当
時
、
日
本
か
ら
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
ま
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使
う
と
十
三

日
間
を
要
し
た
）
13
（

。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
九
月
一
日
に
旅
券
を
下
付
さ
れ
た

土
方
は
、
お
お
む
ね
十
月
中
旬
以
降
に
日
本
を
出
発
し
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ

図３　「外國旅券下付表」（左から土方定一、
武林盛一＝武林無想庵の本名、山本夏彦）
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て
彼
の
ベ
ル
リ
ン
入
り
は
十
月
末
か
十
一
月
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ　

日
本
人
左
翼
グ
ル
ー
プ
と
接
触

（
一
）『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』
翻
訳
出
版

　

土
方
定
一
が
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
戻
っ
た
時
期
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、

土
方
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
ほ
ぼ
一
年
後
の
一
九
三
一
年
十
一
月
二
十
五

日
に
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』（
図
４
）
を
日
本
で
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。

同
書
著
者
は
「
屋
井
參
市
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
土
方
定
一
の
筆
名
で
あ

る
）
14
（

。
同
書
に
つ
い
て
、
共
に
文
学
評
論
を
手
掛
け
た
勝
本
清
一
郎
と
平
野
謙
が

対
談
で
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「（
平
野
）『
ハ
リ
コ
フ
会マ
マ

議
の
報
告

そマ

マの
他
』
と
い
う
本
が
、
屋
井
三マ

マ一
訳
で
、
屋
井
三マ

マ一
と
い
う
の
は
、
オ
イ
サ

ン
ピ
ン
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
が
、
こ
れ
は
土
方
定
一
の
匿
名
と
か
い
う
こ

と
で
す
。（
略
）
い
ろ
い
ろ

な
新
聞
な
ど
に
載
っ
た
部
分

的
な
報
告
を
集
め
て
、
か
り

に
『
ハ
リ
コ
フ
会マ
マ

議
の
報
告

そマ

マの
他
』
と
い
う
ふ
う
に
し

た
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

ね
。
／
（
勝
本
）
モ
ス
ク
ワ

の
文
学
新
聞
の
記
事
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
ね
）
15
（

。」
と
い
う
。

　

ハ
リ
コ
フ
会
議
は
「
第
二
回
革
命
作
家
世
界
大
会
」、
あ
る
い
は
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
お
よ
び
革
命
作
家
第
二
回
国
際
会
議
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、

一
九
三
〇
年
十
一
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
当
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
ハ
リ

コ
フ
で
開
か
れ
た
）
16
（

。
こ
れ
は
土
方
の
ベ
ル
リ
ン
到
着
時
期
に
重
な
る
。
同
会
議

に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
、
ド
イ
ツ
か
ら
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ベ
ッ

ヒ
ャ
ー
ら
が
集
う
な
か
、
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
た
人
物
が
先
述
の
勝
本
清

一
郎
と
作
家
・
藤
森
成
吉
で
あ
る
。
後
年
、
勝
本
と
藤
森
が
ハ
リ
コ
フ
会
議
を

回
想
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
は
、
い
ず
れ
も
「
屋
井
參
市
」
こ
と
土
方
定
一

に
よ
る
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』
表
紙
図
版
が
あ
し
ら
わ
れ
た
）
17
（

。
た
だ

し
、
同
書
は
ハ
リ
コ
フ
会
議
そ
の
も
の
を
伝
え
る
内
容
で
は
な
い
。
土
方
自
身

が
同
書
の
例
言
で
「
こ
ゝ
に
は
、
現
在
迄
に
（
一
九
三
一
年
七
月
）
ド
イ
ツ
語

の
雜
誌
に
發
表
さ
れ
た
ハ
リ
コ
フ
會
議
に
關
す
る
も
の
を
蒐
め
た
。」
と
し
、

同
書
収
録
の
原
稿
十
本
の
う
ち
五
本
は
「
ハ
リ
コ
フ
會
議
と
何
ら
の
關
係
を
持

た
な
い
。」
と
明
か
し
て
い
る
）
18
（

。

（
二
）
革
命
家
と
交
流

　

土
方
定
一
は
自
身
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
回
想
を
残
し
て

い
な
い
。
そ
れ
を
垣
間
見
せ
る
の
が
島
崎
蓊
助
の
証
言
だ
。
島
崎
は
島
崎
藤
村

の
三
男
で
あ
り
、
後
に
画
家
と
な
る
。
島
崎
は
先
述
の
勝
本
清
一
郎
と
二
人
連

れ
で
、
土
方
よ
り
お
よ
そ
一
年
早
く
ベ
ル
リ
ン
に
渡
っ
て
い
た
。
島
崎
に
よ
る

と
「
土
方
定
一
が
ベ
ル
リ
ン
に
現
わ
れ
た
の
も
そ
の
頃
だ
っ
た
。
彼
は
大
学
で

『
唯
物
論
研
究
会
』
な
ど
に
出
席
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
江
口
渙
の
紹
介
状
を

図４　屋井參市（土方定一）翻訳による
『ハリコフ會議の報告其他』表紙
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持
っ
て
藤
森
成
吉
を
訪
ね
て
来
た
ら
し
い
。
彼
は
い
く
つ
か
の
項
目
の
メ
モ
を

用
意
し
て
わ
れ
わ
れ
の
会
合
に
姿
を
見
せ
た
。（
略
）
彼
が
会
合
に
現
わ
れ
た

の
は
わ
ず
か
二
、
三
回
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
が
、
丹
念
に
雑
誌
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
集
め
て
い
た
。
丁
度
、
私
が
下
宿
を
移
る
時
で
、
ノ
イ
ケ
ル
ン

地
区
の
ス
プ
レ
ー
河
岸
の
労
働
者
街
の
下
宿
を
彼
に
ゆ
ず
っ
た
）
19
（

。」
と
い
う
。

　

島
崎
は
ま
た
、
土
方
帰
国
の
経
緯
に
つ
い
て
も
そ
の
一
端
を
伝
え
る
。
土
方

は
、
あ
る
日
突
然
に
喀
血
し
た
と
い
い
、「
寂
し
が
り
屋
の
彼
は
、
シ
ュ
ナ
ッ

プ
ス
と
呼
ぶ
安
酒
を
あ
ん
な
に
無
茶
飲
み
し
た
故
だ
と
下
宿
の
カ
ミ
サ
ン
は

言
っ
て
い
た
が
、
強
い
ウ
ォ
ッ
カ
の
よ
う
な
や
つ
を
一
晩
で
空
け
て
し
ま
う
乱

暴
な
や
り
か
た
は
、
い
く
ら
土
方
流
の
旅
愁
追
放
術
と
は
い
え
、
彼
の
肉
体
が

受
け
つ
け
る
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
た
。
実
家
か
ら
は
ス
イ
ス
へ
行
っ
て
療
養

す
る
よ
う
す
す
め
て
き
た
ら
し
い
が
、
帰
国
に
踏
み
き
る
決
断
も
速
く
、
わ
ず

か
な
ベ
ル
リ
ン
滞
在
で
帰
っ
て
行
っ
た
。
ナ
チ
ス
が
世
界
の
舞
台
に
登
場
す
る

前
夜
の
こ
と
で
あ
る
）
20
（

。」
と
い
う
。

　

土
方
自
身
の
文
章
か
ら
、
彼
の
ベ
ル
リ
ン
時
代
が
窺
え
る
少
な
い
例
の
一
つ

と
し
て
は
「
片
山
潜
と
博
物
館
」
と
題
す
る
随
筆
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
方
が

帰
国
し
て
十
六
年
後
、
四
十
二
歳
時
に
『
帝
國
大
學
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
も
の

だ
。
抜
粋
す
る
と
「
先
日
、
展
覽
会
を
見
よ
う
と
思
つ
て
、
上
野
公
園
を
横
ぎ

つ
て
い
た
ら
、
私
が
初
め
て
Ｋ
氏
に
つ
れ
ら
れ
て
ベ
ル
リ
ン
の
カ
イ
ザ
ー
・
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
博
物
館
に
行
つ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
だ
し
た
。」「
私
と
並
ん
で

次
々
と
部
屋
を
廻
つ
て
い
た
Ｋ
氏
は
、
そ
の
と
き
な
に
か
独
り
ご
と
の
よ
う
に
、

博
物
館
な
ど
に
き
て
、
こ
う
し
て
絵
な
ど
を
見
る
の
も
随
分
久
し
ぶ
り
だ
な
あ
、

片
山
（
潜
）
さ
ん
が
生
き
て
お
ら
れ
た
と
き
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
來
る
と
す
ぐ
僕

を
ひ
つ
ぱ
つ
て
博
物
館
に
來
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
私
に
や
や
感
激
深
そ
う
に
語

つ
た
の
で
あ
る
。」「
い
ま
、
こ
う
し
て
Ｋ
氏
な
ど
と
書
い
て
い
る
と
、
際
限
の

な
い
│
│
と
そ
の
当
時
は
思
わ
れ
た
│
│
亡
命
の
生
活
の
な
か
で
、
と
き
に
郷

愁
が
も
た
ら
す
影
の
よ
う
な
も
の
が
あ
つ
て
も
、
毅
然
と
重
厚
に
生
き
、
私
の

よ
う
な
も
の
の
厄
介
ま
で
よ
く
み
て
く
れ
た
Ｋ
氏
を
思
わ
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な

い
が
、（
略
）
21
（

）」
と
い
う
。

　

こ
の
随
筆
に
語
ら
れ
る
「
Ｋ
氏
」
と
は
何
者
か
。「
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
Ｋ
」
で

あ
り
、「
片
山
潜
に
近
し
く
」、
そ
し
て
「
亡
命
者
」
で
あ
る
こ
と
が
手
掛
か
り

だ
が
、
こ
の
「
Ｋ
氏
」
と
は
国
崎
定
洞
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け

片
山
潜
と
の
親
密
度
を
考
え
る
と
他
に
候
補
者
は
い
な
い
。

　

国
崎
は
、
土
方
よ
り
十
歳
年
長
の
共
産
主
義
者
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
九
月

か
ら
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
助
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
す
る
が
、
や
が

て
ド
イ
ツ
共
産
党
に
入
党
し
て
革
命
家
に
転
じ
た
。
国
崎
は
、
土
方
を
ベ
ル
リ

ン
の
博
物
館
に
案
内
し
た
恐
ら
く
次
の
年
、
一
九
三
二
年
九
月
初
旬
に
片
山
潜

の
要
請
を
受
け
て
、
ナ
チ
ス
台
頭
の
ド
イ
ツ
か
ら
ソ
連
に
亡
命
す
る
）
22
（

。
し
か
し

一
九
三
七
年
八
月
初
旬
、
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
に
伴
う
密
告
に
よ
っ
て
ソ
連
の

ゲ
ー
・
ペ
ー
・
ウ
ー
（
国
家
政
治
保
安
部
）
に
連
行
さ
れ
た
。
い
わ
れ
な
き
容

疑
は
「
日
本
軍
の
ス
パ
イ
」
だ
っ
た
）
23
（

。
そ
し
て
同
年
十
二
月
十
日
、
秘
密
裁
判

で
有
罪
判
決
を
受
け
た
国
崎
は
即
日
銃
殺
刑
に
処
さ
れ
た
と
い
う
）
24
（

。
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（
三
）
勝
本
清
一
郎
と
い
う
好
敵
手

　

土
方
定
一
が
渡
独
し
た
頃
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
日
本
人
左
翼
グ
ル
ー
プ
「
伯
林

倶
樂
部
」
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
留
学
生
有
志
に
よ
る
さ
さ
や
か
な
読
書
会
が

次
第
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
斜
し
て
、
よ
り
実
践
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
っ
た

連
帯
で
あ
る
。
日
本
の
外
事
警
察
は
そ
の
「
伯
林
倶
樂
部
」
を
観
察
し
て
お
り
、

土
方
の
渡
独
お
よ
そ
五
カ
月
後
、
一
九
三
一
年
四
月
頃
の
動
向
に
触
れ
た
記
録

が
残
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
從
來
伯
林
在
留
極
左
邦
人
中
に
は
直
接
第
三
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
又
は
獨
逸
共
産
党
と
の
聨
絡
に
主
力
を
注
ぎ
居
た
る
も
の
あ

り
た
る
が
、
最
近
は
重
點
を
反
帝
運
動
に
集
中
し
、
反
帝
同
盟
内
に
は
既
に
日

本
部
も
成
立
し
居
る
も
の
と
推
測
せ
ら
る
。
而
し
て
そ
の
牛
耳
を
と
り
居
り
し

伊
東
圀
夫
歸
朝
以
來
は　

勝
本
清
一
郎
並
に
小
林
（
義
雄
？
）
八
木
（
才
道
？
）

等
な
り
。
別
項
記
載
野
村
平
爾
は
本
年
（
筆
者
注
・
一
九
三
二
年
）
二
月
伯
林

到
着
以
來
同
志
間
を
轉
々
し
、
最
近
は
当
地
左
傾
分
子
の
首
領
と
仰
が
る
ゝ
國

崎
定
洞
方
に
寄
寓
し
、
反
帝
日
本
部
に
関
係
を
有
し
出
入
し
居
れ
り
。」「
伯
林

倶
樂
部
は
昨
年
（
筆
者
注
・
一
九
三
一
年
）
四
月
頃
よ
り
存
在
せ
る
も
の
ゝ
如

く
、
國
崎
並
に
勝
本
之
が
中
心
と
な
り　

前

八
木
、
小
林　

野
村
の
外　

岡

内
雄マ
マ

三
、
澤
田
某　

髙
橋
某　

島
﨑
某
等
左
翼
分
子
を
以
て
組
織
し
、
毎
週
會

合
し
つ
ゝ
あ
り
。
同
會
は
正
し
く
反
帝
日
本
部
の
外
廓
團
体
た
る
實
を
有
し
時

事
問
題
研
究
に
藉
口
し
て
新
分
子
の
獲
得
を
目
指
し
つ
ゝ
あ
り
）
25
（

。」（
傍
線
は
筆

者
）
と
い
う
。

　

要
す
る
に
国
崎
定
洞
が
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
「
左
傾
分
子
の
首
領
」
で
あ
り
、

そ
の
国
崎
と
共
に
勝
本
清
一
郎
（
図
５
）
は
「
伯
林
倶
樂
部
の
中
心
」
と
見
な

さ
れ
た
。「
伊
東
圀
夫
」
は
「
伊

藤
圀
夫
」
の
誤
記
だ
が
、
こ
れ
は

俳
優
・
演
出
家
の
千
田
是
也
で
あ

る
。
千
田
は
国
崎
と
共
に
ド
イ
ツ

共
産
党
党
員
と
し
て
活
動
し
、

「
伯
林
倶
樂
部
」
の
前
身
で
あ
る

読
書
会
と
片
山
潜
を
仲
立
ち
し
て
い
た
）
26
（

。
ま
た
、「
島
﨑
某
」
と
は
勝
本
と
連

れ
立
っ
て
渡
独
し
た
島
崎
蓊
助
を
指
す
。
島
崎
が
土
方
に
労
働
者
街
の
下
宿
を

譲
り
、
島
崎
ら
の
会
合
に
土
方
が
「
恐
ら
く
二
、
三
回
出
席
し
た
こ
と
」
は
先

述
し
た
。
す
な
わ
ち
、
武
林
無
想
庵
い
う
と
こ
ろ
の
「
マ
ル
ク
ス
か
ぶ
れ
」
し

て
い
た
土
方
が
出
席
し
た
会
合
と
は
、
国
崎
や
勝
本
、
島
崎
ら
が
集
い
、「
新

分
子
の
獲
得
を
目
指
し
つ
ゝ
」
あ
っ
た
「
伯
林
倶
樂
部
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

勝
本
清
一
郎
は
そ
の
「
伯
林
倶
樂
部
」
の
会
合
を
「
輪
読
会
」
と
回
想
し
て

い
る
。
勝
本
に
よ
る
と
「
な
に
し
ろ
向
こ
う
に
行
っ
て
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

議
事
録
な
ど
も
は
じ
め
て
読
ん
だ
。（
略
）
ベ
ル
リ
ン
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
議

事
録
を
、
片
っ
端
か
ら
輪
読
会
で
読
ん
だ
。
一
冊
六
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
厚
さ
の

本
を
、
千
田
是
也
君
が
片
手
に
持
ち
、『
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
美
辞
麗
句
な
ん
だ

よ
』
と
や
っ
て
い
た
）
27
（

。」
と
い
う
。
一
方
、
そ
の
千
田
が
記
し
た
「
ベ
ル
リ
ン

の
勝
本
さ
ん
」
に
よ
る
と
「
そ
れ
で
も
藤
森
夫
妻
が
ベ
ル
リ
ン
に
来
ら
れ
た
翌

年
（
筆
者
注
・
一
九
三
一
年
）
の
三
月
頃
か
ら
は
、
こ
こ
に
い
る
芸
術
関
係
の

者
数
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
情
報
を
持
ち
寄
っ
て
話
し
あ
う
会
が
毎
週
も
た

れ
る
よ
う
に
な
り
、
む
ろ
ん
勝
本
さ
ん
も
毎
回
出
席
さ
れ
た
）
28
（

。」
と
い
う
。

図５　勝本清一郎
（1899～1967年）
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「
江
口
渙
の
紹
介
状
を
持
っ
て
藤
森
成
吉
を
訪
ね
て
来
た
ら
し
い
」
土
方
定

一
は
「
伯
林
倶
樂
部
」
と
接
触
し
た
。
島
崎
蓊
助
に
下
宿
を
譲
ら
れ
、
国
崎
定

洞
に
は
博
物
館
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
し
て
勝
本
清
一
郎
と
面
識
を
得
た
こ
と
は

土
方
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
）
29
（

。

　

勝
本
は
慶
応
義
塾
大
学
美
術
史
学
科
の
第
一
期
生
で
あ
り
、
渡
独
前
に
は

『
三
田
文
學
』
編
集
委
員
を
務
め
た
。
大
学
時
代
は
、
ギ
リ
シ
ャ
美
術
や
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
研
究
で
知
ら
れ
る
澤
木
四
方
吉
、
あ
る
い
は
日
本
や

中
国
の
美
術
史
研
究
者
だ
っ
た
福
井
利
吉
郎
に
学
ん
で
い
る
）
30
（

。
勝
本
は
帰
国
後

に
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
創
立
に
参
加
し
た
り
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
理
事
長
を
務

め
た
り
す
る
。
や
が
て
北
村
透
谷
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
史
研
究
で
業
績
を
残

す
が
、
司
馬
江
漢
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
な
ど
を
扱
っ
た
文
章
も
書
い
た
。

そ
の
活
動
領
域
に
目
を
配
る
と
、
土
方
定
一
（
一
九
〇
四
年
生
ま
れ
）
に
と
っ

て
勝
本
清
一
郎
（
一
八
九
九
年
生
ま
れ
）
は
、
言
う
な
れ
ば
文
学
や
美
術
の
研

究
者
と
し
て
同
時
代
の
好
敵
手
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

Ⅲ　

土
方
と
勝
本
を
結
ぶ
「
佐
伯
祐
三
」

（
一
）
土
方
定
一
が
感
動
し
た
「
佐
伯
祐
三
」

　

土
方
定
一
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
直
後
に
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』

を
翻
訳
出
版
し
た
。
一
方
、
勝
本
清
一
郎
は
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
日
本
代
表
出
席

者
だ
っ
た
。
共
に
文
学
や
美
術
に
一
家
言
を
持
つ
両
者
だ
が
、
彼
ら
に
は
ハ
リ

コ
フ
会
議
と
は
別
に
も
う
一
つ
の
接
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
と
同
世
代
の

洋
画
家
・
佐
伯
祐
三
（
図
６
）
を

高
く
評
価
し
た
経
験
を
持
つ
こ
と

だ
。

　

佐
伯
祐
三
は
、
神
奈
川
県
立
近

代
美
術
館
が
初
め
て
取
り
上
げ
た

日
本
人
洋
画
家
で
あ
る
。
そ
の
第

一
回
「
佐
伯
祐
三
展
」（
一
九
五
二
年
一
月
二
十
三
日
〜
二
月
二
十
五
日
、
以
下
、

第
一
回
佐
伯
展
）
の
企
画
提
案
者
が
土
方
定
一
だ
っ
た
。
土
方
は
、
第
一
回
佐

伯
展
が
終
了
し
た
翌
月
号
の
『
み
づ
ゑ
』
に
「
佐
伯
祐
三
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
土
方
は
「
今
度
、
鎌
倉
の
近
代
美
術
館
で
、

佐
伯
祐
三
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
き
に
、
私
は
そ
れ
を
運
営
委

員
会
に
提
案
し
な
が
ら
、
し
か
し
私
の
う
ち
に
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。」「（
略
）
私
が
嘗
つ
て
昭
和
12
年
の
佐
伯
祐
三
の
遺
作
展
を
見
た
感
動
は

感
動
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
大
切
に
し
ま
っ
て
置
く
こ
と
の
方
が
私
に
と
っ
て

大
切
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。」
と
記
し
た
）
31
（

。
こ
れ
ら
土
方
自
身
の

回
想
に
よ
っ
て
「
第
一
回
佐
伯
展
の
企
画
提
案
者
が
土
方
で
あ
る
こ
と
」、
そ

し
て
そ
の
誘
因
は
恐
ら
く
「
昭
和
十
二
年
の
佐
伯
祐
三
遺
作
展
に
あ
る
こ
と
」

が
分
か
る
。

　

ま
ず
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
佐
伯
祐
三
遺
作
展
を
概
観
す
る
。
土

方
が
感
動
を
覚
え
た
こ
の
遺
作
展
と
は
「
山
本
發
次
郎
氏
所
藏
佐
伯
祐
三
遺
作

展
覽
會
」（
以
下
、
發
次
郎
所
蔵
展
）
で
あ
り
、
三
月
十
三
日
か
ら
同
月
二
十

一
日
ま
で
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
時
期
の
新
聞
に
は
「
若
く
し
て

図６　佐伯祐三
（1898～1928年）
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天
才
的
閃
光
を
認
め
ら
れ
た
こ
の
作
家
の
遺
作
百
數
十
點
が
所
藏
家
山
本
發
次

郎
氏
の
好
意
に
よ
り
無
料
で
公
開
さ
れ
た
）
32
（

。」
と
あ
る
。
同
展
は
佐
伯
作
品
最

大
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
称
さ
れ
る
実
業
家
・
山
本
發
次
郎
の
所
蔵
百
八
点
を
並
べ

た
展
覧
会
だ
が
、
こ
の
作
品
数
は
佐
伯
の
個
展
と
し
て
は
当
時
最
大
の
展
覧

だ
っ
た
）
33
（

。

　

土
方
が
感
動
を
覚
え
た
發
次
郎
所
蔵
展
時
の
佐
伯
祐
三
は
「
若
く
し
て
天
才

的
閃
光
を
認
め
ら
れ
た
」
と
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
。
佐
伯
を
天
才
だ
と
す
る
言

説
と
し
て
は
、
小
説
家
・
中
河
與
一
が
「
明
治
以
來
の
天
才
）
34
（

」
と
書
い
た
前
例

が
あ
る
。
と
は
い
え
、
同
様
の
表
現
は
管
見
に
し
て
他
に
見
当
た
ら
ず
、
ど
う

や
ら
一
九
三
七
年
の
發
次
郎
所
蔵
展
の
頃
か
ら
一
般
に
定
着
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
童
話
作
家
・
山
本
和
夫
は
当
時
の
『
三
田
文
學
』
寄
稿
に
お
い

て
發
次
郎
所
蔵
展
を
語
る
中
で
「
天
才
」
な
る
賛
辞
を
九
度
使
っ
て
い
る
）
35
（

。
ま

た
、
山
本
發
次
郎
も
、
自
身
が
同
時
期
に
制
作
し
た
『
山
本
發
次
郎
氏
蒐
藏　

佐
伯
祐
三
畫
集
』
の
案
内
に
「
こ
の
薄
命
な
天
才
佐
伯
祐
三
」
と
記
し
、
あ
る

い
は
同
案
内
に
は
「
彼
の
天
才
彼
の
藝
術
を
永
く
汎
く
世
に
問
ふ
」
な
る
見
出

し
が
付
さ
れ
た
）
36
（

。
ち
な
み
に
、
山
本
發
次
郎
に
よ
る
同
画
集
は
五
百
部
限
定
で
、

カ
ラ
ー
図
版
も
収
め
て
い
る
。
同
画
集
の
定
価
三
十
五
円
は
、
当
時
の
大
卒
銀

行
員
初
任
給
平
均
七
十
円
の
半
分
に
相
当
し
た
）
37
（

。

　

發
次
郎
所
蔵
展
を
見
た
一
九
三
七
年
三
月
、
土
方
は
三
十
二
歳
で
あ
る
。
そ

の
前
年
の
一
九
三
六
年
に
土
方
は
初
め
て
の
美
術
批
評
を
手
掛
け
た
）
38
（

。
ま
た
同

年
に
は
『
近
代
日
本
文
學
評
論
史
』
を
出
版
、
あ
る
い
は
一
九
三
八
年
に
は
内

閣
興
亜
院
嘱
託
と
な
り
、
中
国
美
術
研
究
の
足
場
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
当
時

は
つ
ま
り
、
土
方
の
興
味
が
哲
学
や
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
術
史
に
も
広
が

る
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
土
方
が
感
動
を
覚
え
た
「
一
九
三
七
年
の
佐
伯

祐
三
」
と
は
、
言
う
な
れ
ば
天
才
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
さ
れ
始
め
た
頃
の
佐
伯

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
勝
本
清
一
郎
を
有
頂
天
に
し
た
「
佐
伯
祐
三
」

　

土
方
定
一
は
、
佐
伯
祐
三
を
語
る
ど
の
自
著
に
も
、
佐
伯
と
の
面
識
を
記
し

て
い
な
い
。
こ
れ
と
対
照
的
に
勝
本
清
一
郎
は
、
佐
伯
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
て

佐
伯
と
会
い
、
佐
伯
の
絵
を
一
点
購
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
二
七
年
春
先

の
こ
と
だ
っ
た
）
39
（

。
勝
本
二
十
七
歳
、
佐
伯
は
二
十
八
歳
。
佐
伯
が
、
お
よ
そ
二

年
間
の
滞
仏
か
ら
帰
国
し
て
一
年
経
っ
た
頃
に
当
た
る
。
佐
伯
は
既
に
パ
リ
で

サ
ロ
ン
・
ド
ト
ン
ヌ
入
選
、
日
本
で
は
二
科
賞
を
得
て
お
り
、
同
年
一
九
二
七

年
八
月
に
は
再
度
の
渡
仏
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

勝
本
は
佐
伯
ア
ト
リ
エ
訪
問
を
回
想
し
て
こ
う
書
く
。「
も
う
一
人
私
の

知
っ
て
い
た
洋
画
家
は
佐
伯
祐
三
で
あ
る
。
パ
リ
か
ら
一
度
帰
っ
て
来
た
時
に
、

昭
和
元マ
マ

年
だ
っ
た
か
、
下
落
合
の
ア
ト
リ
エ
に
た
ず
ね
た
。
弟
と
一
緒
だ
っ
た
。

ア
ト
リ
エ
に
あ
る
絵
を
ど
れ
で
も
一
枚
百
円
で
売
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、

弟
も
私
も
一
枚
ず
つ
買
っ
た
。
長
い
こ
と
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
絵
を
買
っ

た
唯
一
の
経
験
だ
っ
た
。」「
私
は
パ
リ
の
街
の
風
景
を
入
手
し
た
。
た
だ
し
、

そ
の
類
の
も
の
と
し
て
は
最
高
級
の
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
描
き
方
の
あ
や

ふ
や
な
個
所
が
あ
っ
た
。
私
の
美
術
観
は
ま
だ
古
典
主
義
だ
っ
た
か
ら
、
私
は

こ
の
佐
伯
の
絵
を
私
の
部
屋
に
掛
け
て
置
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
ド
イ
ツ
に
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行
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
田
中
耕
太
郎
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
峰
子
さ
ん
に
買
っ
て
も

ら
っ
て
し
ま
っ
た
）
40
（

。」

　

勝
本
が
佐
伯
を
訪
ね
た
き
っ
か
け
は
、
勝
本
の
弟
・
勝
本
英
治
に
あ
る
。
英

治
は
こ
う
書
き
残
し
て
い
る
。「
昭
和
二
年
の
春
先
の
こ
と
。（
略
）
勤
先
の
仲

間
に
、
佐
伯
祐
三
と
大
阪
の
北
野
中
学
以
来
の
附
合
い
と
い
う
の
が
い
て
、
そ

の
仲
間
か
ら
、
佐
伯
が
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
こ
と
に
な
つ
て
、
い
ま
一
口
百

円
で
画
会
を
や
つ
て
い
る
、
自
分
も
附
合
つ
た
が
、
お
前
も
一
口
乗
ら
な
い
か
、

と
誘
い
を
受
け
た
。（
略
）
家
に
帰
え
り
、
丁
度
居
合
わ
せ
た
兄
に
自
慢
話
に

こ
れ
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
も
一
口
乗
せ
て
貰
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
あ
る
日
、
案
内
役
の
仲
間
と
連
れ
立
つ
て
三
人
で
落

合
の
佐
伯
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
」。
英
治
に
よ
る
と
、
佐
伯
作
品
を
入
手
し

た
勝
本
清
一
郎
は
「
素
晴
ら
し
い
買
物
に
有
頂
天
に
な
り
」、
佐
伯
ア
ト
リ
エ

か
ら
の
帰
途
、
英
治
に
「
晩
飯
を
御
馳
走
し
て
く
れ
た
。」
と
い
う
）
41
（

。

（
三
）
佐
伯
作
品
を
手
離
し
た
勝
本
清
一
郎

　

勝
本
清
一
郎
は
、
佐
伯
祐
三
本
人
か
ら
絵
を
購
入
し
て
有
頂
天
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
勝
本
に
よ
る
佐
伯
評
価
は
や
が
て
微
妙
に
変
化
し
て
い
く
。
勝
本
が

佐
伯
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
た
一
九
二
七
年
か
ら
の
三
年
間
を
概
観
す
る
。

　

佐
伯
作
品
を
購
入
し
た
一
九
二
七
年
の
年
末
、
勝
本
は
『
三
田
文
學
』
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
。
こ
れ
は
「
好
き
な
挿
繪
畫
家
と
装
幀
者
」
を
尋
ね
る

も
の
で
、
同
誌
関
係
者
九
人
の
回
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
勝
本
は
「
挿
繪
を

入
れ
ら
れ
る
事
を
好
み
ま
せ
ん
。」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
強
い
て
挿
絵
を
入
れ

る
な
ら
「
作
品
の
内
容
に
關
係
の
な
い
裸
體
畵
な
り
靜
物
な
り
の
う
ん
と
贅
澤

な
原
色
版
を
た
つ
た
一
枚
口
繪
に
欲
し
い
」
と
し
、
画
家
の
候
補
と
し
て
「
梅

原
龍
三
郎
、
安
井
曾
太
郎
、
小
出
楢
重
、
若
手
で
佐
伯
祐
三
、
里
見
勝
藏
、
前

田
寛
治
、
故
人
で
中
村
彝
、
以
上
の
諸
氏
の
内
の
誰
か
一
人
で
な
け
れ
ば
厭
で

す
）
42
（

。」
と
書
い
た
。

　

年
が
明
け
て
一
九
二
八
年
の
八
月
十
六
日
に
は
、
佐
伯
が
パ
リ
郊
外
で
三
十

年
と
四
カ
月
弱
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
そ
の
三
週
間
後
、
九
月
六
日
の
『
都
新
聞
』

第
一
面
に
は
、
勝
本
に
よ
る
「
佐
伯
祐
三
君
の
遺
作
」
と
題
し
た
「
時
評
」
が

掲
載
さ
れ
た
。
勝
本
は
ま
ず
「
今
年
の
二
科
に
佐
伯
君
の
遺
作
が
五
點
並
ん
で

ゐ
る
事
は
、
非
常
に
嬉
し
く
且
悲
か
つ
た
。
實
際
私
は
彼
の
死
が
殘
念
で
あ
る
。

來
年
か
ら
彼
の
繪
を
期
待
出
來
な
い
事
は
淋
し
い
。
私
は
彼
の
繪
を
尊
敬
し
て

ゐ
た
。」
と
書
き
出
す
。
そ
し
て
勝
本
は
、
前
年
春
に
佐
伯
が
「
再
び
巴
里
へ

行
く
前
に
、
そ
の
落
合
の
ア
ト
リ
エ
で
一
度
逢
つ
た
事
が
あ
る
。」
と
し
、「
ロ

オ
ト
の
研
究
所
の
前
の
街
角
を
描
い
た
も
の
が

念
の
爲
だ
と
云
つ
て
壁
に
張

り
殘
さ
れ
て
あ
つ
た
（
略
）」
こ
と
や
、
あ
る
い
は
「
私
は
佐
伯
君
が
さ
う
し

た
何
百
年
に
亘
る
大
陸
的
生
活
の
厚
味
と
取
組
ん
だ
事
に
一
番
興
味
を
持
つ
。」

と
綴
っ
た
。

　

そ
し
て
『
都
新
聞
』
寄
稿
か
ら
お
よ
そ
一
年
後
の
一
九
二
九
年
九
月
二
十
一

日
、
勝
本
は
ド
イ
ツ
留
学
の
た
め
に
福
井
県
の
敦
賀
港
か
ら
天
草
丸
に
乗
る
）
43
（

。

先
述
の
よ
う
に
同
行
者
は
島
崎
蓊
助
だ
っ
た
。
島
崎
は
、
日
本
出
国
の
数
カ
月

前
に
勝
本
宅
を
訪
ね
て
い
る
。
当
時
を
回
想
し
た
島
崎
に
よ
る
と
「
昭
和
四
年

の
初
夏
、
私
は
深
川
大
工
町
の
ア
パ
ー
ト
に
勝
本
さ
ん
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
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る
。（
略
）
さ
っ
ぱ
り
し
た
室
内
の
壁
に
佐
伯
祐
三
の
黒
っ
ぽ
い
パ
リ
風
景
が

懸
っ
て
い
た
が
、〝
こ
う
し
た
頽
廃
美
は
、
い
ま
で
は
抹
殺
す
べ
き
過
去
の
感

性
の
遺
物
で
す
よ
。〞
と
手
き
び
し
い
こ
と
を
言
っ
た
）
44
（

。」
と
い
う
。
そ
し
て
そ

の
「
抹
殺
す
べ
き
過
去
の
感
性
の
遺
物
」
は
、
勝
本
自
身
が
書
き
残
し
た
よ
う

に
や
が
て
売
却
さ
れ
る
。
勝
本
の
弟
・
英
治
に
よ
る
と
「
そ
の
年
の
秋
に
兄
が

ド
イ
ツ
に
行
つ
た
。
出
発
に
当
つ
て
佐
伯
の
風
景
は
買
手
が
あ
つ
た
ら
売
つ
て

欲
し
い
、
滞
在
費
に
繰
入
れ
た
い
か
ら
と
頼
み
を
受
け
た
）
45
（

。」
の
だ
っ
た
。

　

勝
本
清
一
郎
は
、
佐
伯
本
人
か
ら
入
手
し
た
絵
を
購
入
二
年
後
に
手
離
し
た
。

ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
勝
本
は
、
そ
の
作
品
売
却
で
得
た
「
百
五
十
円
）
46
（

」
を
生
活
の

足
し
に
す
る
。
そ
し
て
滞
独
二
年
目
の
一
九
三
〇
年
十
一
月
、
勝
本
は
ハ
リ
コ

フ
会
議
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

（
四
）「
一
九
二
九
年
の
無
感
動
」
と
「
一
九
三
七
年
の
感
動
」

　

先
述
の
よ
う
に
四
十
七
歳
時
の
土
方
定
一
は
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
副

館
長
と
し
て
自
身
が
企
画
提
案
し
た
第
一
回
佐
伯
展
（
一
九
五
二
年
）
の
直
後

に
回
想
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
「
佐
伯
祐
三
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
章
の
中

で
は
、
か
つ
て
三
十
二
歳
時
に
見
た
發
次
郎
所
蔵
展
（
一
九
三
七
年
）
で
覚
え

た
感
動
を
記
し
て
い
た
。
と
は
い
え
実
は
土
方
は
、
既
に
そ
の
八
年
前
、
二
十

四
歳
の
一
九
二
九
年
時
点
で
佐
伯
祐
三
作
品
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

第
一
回
佐
伯
展
を
間
近
に
控
え
た
一
九
五
一
年
十
一
月
の
『
ア
ト
リ
ヱ
』
３

０
０
号
記
念
特
集
で
は
、
土
方
副
館
長
の
論
考
「
現
代
美
術
の
展
望
」
が
巻
頭

を
飾
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
土
方
は
「（
略
）
私
は
学
生
時
代
に
１
９
３
０
年
協

会
（
大
正
15
年
設
立
）
を
見
、
そ
こ
に
、
例
え
ば
、
古
賀
春
江
が
中
山
巍
の
滞

欧
作
品
の
陳
列
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
よ
う
な
『
構
図
の
緊
密
、
強
烈
な
色
彩

の
尖
鋭
的
な
対
照
、
そ
れ
ら
が
聰
明
な
理
知
の
統
制
に
よ
っ
て
落
ち
つ
き
あ
る

諧
調
を
保
ち
、
例
え
ば
、
黒
と
白
、
緑
と
朱
な
ど
、
や
や
も
す
れ
ば
画
面
を
徒

ら
に
騒
が
し
く
す
る
色
彩
が
、
こ
こ
で
は
重
々
し
く
調
和
し
て
い
る
』（
第
４

回
１
９
３
０
年
展
観マ
マ

）
の
を
喜
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
思
い
だ
す
）
47
（

。」
と
綴
っ
た
。

　

土
方
副
館
長
は
す
な
わ
ち
、
二
十
四
歳
の
学
生
時
に
見
た
「
一
九
三
〇
年
協

會
第
四
回
展
覽
會
」（
一
九
二
九
年
一
月
十
五
〜
三
十
日
、
東
京
府
美
術
館
、

以
下
、
協
会
第
四
回
展
）
を
回
想
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
古
賀
春
江

寄
稿
の
引
用
に
す
ぎ
な
い
。
土
方
が
引
い
た
箇
所
を
古
賀
寄
稿
の
原
文
に
当
た

る
と
「
作
品
の
總
體
を
通
じ
て
そ
の
特
色
と
す
る
も
の
は
構
圖
の
緊
密
、
强
烈

な
色
彩
の
尖
銳
的
な
對
照
で
あ
つ
て
そ
れ
等
が
聰
明
な
る
理
知
の
統
制
に
よ
つ

て
落
ち
つ
き
あ
る
諧
調
を
保
つ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
黑
と
白
、
綠
と
朱
等
稍
も

す
れ
ば
畫
面
を
徒
ら
に
騒
が
し
く
す
る
色
彩
が
此
所
で
は
重
々
し
く
調
和
し
て

ゐ
る
）
48
（

。」
と
あ
る
。

　

こ
の
古
賀
寄
稿
は
「
第
四
回
一
九
三
〇
年
展
感
」
と
題
し
て
い
る
。
土
方
は

そ
の
う
ち
「
第
四
室
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
段
落
の
二
つ
目
と
三
つ
目
の
文
章

を
引
用
し
た
の
だ
が
、
そ
の
段
落
の
書
き
出
し
に
当
た
る
一
つ
目
の
文
章
は

「
中
山
巍
氏
の
滞
歐
作
品
三
十
八
點
は
別
室
佐
伯
氏
の
八
十
餘
點
と
共
に
近
來

の
好
收
獲
で
あ
る
」
だ
。
同
文
中
の
「
別
室
佐
伯
氏
」
と
は
「
第
八
室
」
に
作

品
展
示
さ
れ
た
佐
伯
祐
三
を
指
す
。
つ
ま
り
古
賀
寄
稿
の
こ
の
段
落
を
引
用
し

た
か
ら
に
は
、
土
方
は
必
ず
「
別
室
佐
伯
氏
」
な
る
文
言
も
目
に
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
土
方
副
館
長
の
回
想
は
中
山
巍
作
品
に
触
れ
る
ば
か
り
で
、「
別
室

佐
伯
氏
」
に
は
何
ら
言
及
し
な
い
。
要
す
る
に
土
方
副
館
長
に
と
っ
て
、
二
十

四
歳
時
に
見
た
協
会
第
四
回
展
と
は
、「
八
十
餘
點
」
の
佐
伯
作
品
よ
り
「
三

十
八
點
」
の
中
山
作
品
の
印
象
が
強
か
っ
た
ら
し
く
、
さ
り
な
が
ら
そ
の
回
想

に
当
た
っ
て
は
自
身
の
感
慨
を
吐
露
す
る
の
で
は
な
く
、
古
賀
春
江
の
言
葉
を

借
り
て
綴
る
に
と
ど
ま
る
の
だ
。

　

土
方
が
二
十
四
歳
時
に
見
た
と
い
う
上
記
の
協
会
第
四
回
展
（
一
九
二
九

年
）
は
、
佐
伯
祐
三
没
後
五
カ
月
の
頃
に
開
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
八
十
餘
點
」

の
佐
伯
作
品
展
示
に
は
、
佐
伯
追
悼
の
意
が
多
分
に
込
め
ら
れ
て
い
る
）
49
（

。
同
展

を
伝
え
る
当
時
の
雑
誌
記
事
と
し
て
は
、
例
え
ば
「
佐
伯
祐
三
が
第
二
次
渡
佛

に
依
つ
て
作
り
上
げ
た
優
れ
た
作
品
の
殆
ど
總
て
は
此
の
展
覽
會
に
於
い
て
見

出
す
こ
と
が
出
來
る
。
彼
の
感
覺
的
な
銳
敏
な
才
能
は
何
れ
の
作
品
に
於
い
て

も
感
受
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
と
共
に
日
本
に
於
け
る
エ
コ
ー
ル
・
ド
・

サ
エ
キ
も
相
等
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
）
50
（

。」（
外
山
卯
三
郎
）
や
「
佐
伯
と
云
ふ

人
を
亡
く
し
た
事
は
大
な
る
損
失
で
し
た
。
あ
れ
丈
け
に
澤
山
同
じ
樣
な
繪
を

並
べ
て
少
し
も
倦
怠
を
感
じ
さ
せ
な
い
事
は
矢
張
り
あ
の
繪
が
勝
れ
て
居
る
處

で
せ
う
）
51
（

。」（
和
田
三
造
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
土
方
副
館
長

が
引
用
し
た
古
賀
寄
稿
に
あ
っ
て
は
、
佐
伯
作
品
を
飾
っ
た
「
第
八
室
」
を
こ

う
記
す
。「
こ
の
室
は
故
佐
伯
祐
三
氏
の
遺
作
室
で
人
は
こ
の
室
に
入
つ
て
先

づ
こ
の
夥
し
い
作
品
が
そ
の
少
數
を
除
く
他
僅
々
六
ケ
月
位
の
間
に
爲
さ
れ
た

事
を
知
つ
て
そ
の
藝
術
に
向
け
ら
れ
た
熱
病
的
な
心
情
に
擊
た
れ
る
。
他
人
の

一
年
は
氏
の
一
ケ
月
か
半
ケ
月
に
し
か
當
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
氏
こ
そ
文
字
通

り
畫
の
爲
に
死
ん
だ
と
云
ひ
得
る
。
こ
れ
等
の
作
品
の
前
に
立
つ
て
今
更
の
如

く
氏
の
早
逝
が
悼
ま
れ
る
（
略
）
52
（

）」。
以
上
こ
れ
ら
を
勘
案
し
た
場
合
、
お
よ
そ

同
展
会
場
を
訪
れ
た
者
な
ら
ば
、
佐
伯
の
遺
作
に
接
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
難

い
。「
八
十
餘
點
」
の
佐
伯
作
品
は
、
迂
闊
に
も
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な

小
さ
な
扱
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
土
方
副
館
長
は
、
同
展
の
回
想
と
し
て
、
佐
伯
祐
三
を
語
ら
な
い
。

自
身
が
企
画
提
案
し
た
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
に
お
け
る
第
一
回
佐
伯
展
を

二
カ
月
後
に
控
え
た
格
好
の
時
期
で
あ
っ
て
も
だ
。
無
論
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で

も
土
方
の
任
意
に
よ
る
の
だ
が
、
な
ぜ
「
一
九
二
九
年
に
接
し
た
（
は
ず
の
）

佐
伯
」（
協
会
第
四
回
展
）
に
は
触
れ
ず
、「
一
九
三
七
年
に
感
動
を
覚
え
た
佐

伯
」（
發
次
郎
所
蔵
展
）
を
し
か
例
示
し
な
い
の
か
。
試
み
に
一
九
二
九
年
か

ら
三
七
年
ま
で
の
「
土
方
定
一
年
譜
」
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
東
京
帝
国
大
学

卒
業
（
三
〇
年
）、
斎
藤
と
み
と
の
結
婚
（
三
四
年
）、
草
野
心
平
、
中
原
中
也

ら
と
の
詩
誌
『
歴
程
』
創
刊
（
三
五
年
）
と
い
っ
た
記
述
が
並
ぶ
。
そ
れ
ら
か

ら
は
、
土
方
の
佐
伯
祐
三
観
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
事
象
は
特
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
そ
こ
に
あ
え
て
可
能
性
を
探
る
な
ら
ば
、
一
九
三
〇
年
か
ら
三
一
年
の

ベ
ル
リ
ン
滞
在
が
存
在
感
を
高
め
る
の
だ
。

　

そ
れ
は
す
な
わ
ち
先
述
し
た
勝
本
清
一
郎
と
の
邂
逅
で
あ
る
。
勝
本
は
早
く

か
ら
の
佐
伯
祐
三
評
価
者
で
あ
り
、
既
に
一
九
二
七
年
の
時
点
で
佐
伯
ア
ト
リ

エ
を
訪
れ
、
佐
伯
本
人
か
ら
佐
伯
作
品
を
購
入
し
て
い
た
。
そ
の
後
、「
こ
う

し
た
頽
廃
美
は
、
い
ま
で
は
抹
殺
す
べ
き
過
去
の
感
性
の
遺
物
で
す
よ
」
と
発

言
し
た
に
せ
よ
、
佐
伯
作
品
を
見
る
「
眼
力
」
に
お
い
て
勝
本
は
、
ベ
ル
リ
ン
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滞
在
時
の
土
方
に
勝
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

ベ
ル
リ
ン
滞
在
で
得
た
成
果

（
一
）
ハ
リ
コ
フ
会
議
へ
の
眼
差
し

　
「
屋
井
參
市
」
名
で
土
方
定
一
が
翻
訳
し
た
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』

は
一
九
三
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
発
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
土
方
の
ベ
ル
リ
ン

到
着
、
あ
る
い
は
勝
本
清
一
郎
と
藤
森
成
吉
が
出
席
し
た
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
ほ

ぼ
一
年
後
に
当
た
る
。
土
方
の
帰
国
時
期
は
不
明
だ
が
、
土
方
が
同
書
に
記
し

た
「
こ
ゝ
に
は
、
現
在
迄
に
（
一
九
三
一
年
七
月
）
ド
イ
ツ
語
の
雜
誌
に
發
表

さ
れ
た
ハ
リ
コ
フ
會
議
に
關
す
る
も
の
を
蒐
め
た
。」
な
る
例
言
を
踏
ま
え
る

と
、
土
方
は
一
九
三
一
年
七
月
を
め
ど
に
ベ
ル
リ
ン
滞
在
を
切
り
上
げ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

疑
問
は
、
土
方
が
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
で
あ
る
。
土
方
が
、
渡
独
の
以
前
か
ら
ハ
リ
コ
フ
会
議
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
十
一
月
六
日
開
幕
を
見
据
え
て
ハ
リ
コ
フ
に
立
ち
寄
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
十
月
中
旬
以
降
に
日
本
を

出
発
し
た
土
方
は
、
十
一
月
上
旬
に
は
ベ
ル
リ
ン
に
居
付
い
て
い
た
。
す
な
わ

ち
ド
イ
ツ
に
向
か
う
土
方
は
、
ハ
リ
コ
フ
会
議
を
控
え
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
素
通

り
し
て
い
る
の
だ
。
と
な
る
と
、
土
方
が
ハ
リ
コ
フ
会
議
を
意
識
付
け
た
の
は

ベ
ル
リ
ン
到
着
後
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

　

土
方
は
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
に
お
け
る
日
本
人
初
の
洋
画
家
展
と
し

て
、
な
ぜ
佐
伯
祐
三
を
選
ん
だ
の
か
。
繰
り
返
す
が
、
第
一
回
佐
伯
展
開
催
当

時
の
土
方
副
館
長
は
「
一
九
二
九
年
に
接
し
た
（
は
ず
の
）
佐
伯
」
に
は
触
れ

ず
、「
一
九
三
七
年
に
感
動
を
覚
え
た
佐
伯
」
だ
け
を
述
懐
し
て
い
る
。
そ
の

一
九
二
九
年
と
一
九
三
七
年
の
間
に
は
ベ
ル
リ
ン
滞
在
が
あ
り
、『
ハ
リ
コ
フ

會
議
の
報
告
其
他
』
翻
訳
出
版
が
あ
っ
た
。
土
方
が
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
に
勝
本

や
藤
森
と
接
触
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
話
題
は
例
え
ば
互
い
の
絵
画
観
に
も
及

ん
だ
は
ず
だ
。
勝
本
は
美
術
史
学
科
卒
業
生
で
あ
り
、
か
つ
て
は
佐
伯
作
品
を

自
室
に
飾
っ
て
い
た
。
ま
た
、
藤
森
に
し
て
も
戯
曲
や
小
説
を
本
業
と
し
な
が

ら
、
自
ら
「
画
キ
チ
ガ
イ
」
と
称
す
る
）
53
（

ほ
ど
絵
を
愛
し
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ

し
、
藤
森
は
佐
伯
と
の
面
識
を
ま
ず
持
っ
て
い
な
い
。
土
方
に
「
佐
伯
祐
三
」

を
語
れ
た
人
物
は
勝
本
に
限
定
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
。

　
『
ハ
リ
コ
フ
會
議
の
報
告
其
他
』
翻
訳
出
版
に
当
た
っ
て
土
方
は
、
ド
イ
ツ

語
雑
誌
な
ど
の
資
料
収
集
を
現
地
で
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
土
方

は
ベ
ル
リ
ン
で
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
土
方
を
駆
り
立
て
た
も
の
は

何
だ
っ
た
の
か
、
も
は
や
知
る
術
は
な
い
。
た
だ
、
土
方
が
藤
森
成
吉
を
訪
ね
、

勝
本
清
一
郎
と
も
面
識
を
得
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
く
だ
ん
の
翻
訳
出

版
が
ハ
リ
コ
フ
会
議
当
事
者
の
彼
ら
を
触
媒
と
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
く
な

る
。
そ
の
翻
訳
出
版
の
ご
と
く
土
方
は
、
佐
伯
祐
三
に
対
す
る
興
味
と
い
っ
た

も
の
も
勝
本
か
ら
喚
起
さ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
自
ら
購
入
し
た
佐
伯
作
品
を

売
却
し
た
勝
本
だ
っ
た
が
、
後
年
に
は
佐
伯
作
品
を
国
際
的
舞
台
に
載
せ
る
必

要
性
を
訴
え
て
も
い
る
）
54
（

。
要
す
る
に
勝
本
は
、
や
は
り
佐
伯
を
高
く
評
価
し
て

い
た
の
だ
。
土
方
定
一
に
と
っ
て
ベ
ル
リ
ン
と
は
、
そ
ん
な
勝
本
か
ら
「
佐
伯
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祐
三
を
教
わ
る
機
会
」
を
得
た
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
佐
伯
祐
三
評
価
の
高
ま
り

　

佐
伯
祐
三
没
後
四
十
周
年
を
迎
え
た
一
九
六
八
年
に
は
『
佐
伯
祐
三
全
画

集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
経
済
学
者
に
し
て
美
術
に
も
造
詣
の
深
い
脇
村
義
太
郎

は
、
そ
こ
に
「
佐
伯
祐
三
の
画
業
と
蒐
集
家
」
と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

　

脇
村
は
佐
伯
祐
三
評
価
の
変
遷
を
た
ど
り
つ
つ
「
し
か
し
、
佐
伯
に
対
す
る

一
般
的
な
評
価
を
高
め
、
そ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
七

年
一
月
鎌
倉
近
代
美
術
館
が
佐
伯
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
年
開
館

さ
れ
た
同
館
は
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
も
っ
て
第
一
回
展
覧
会
を
開
き
、

第
二
回
に
は
ル
オ
ー
を
展
示
し
た
が
、
第
三
回
展
に
は
、
は
じ
め
て
の
日
本
人

と
し
て
佐
伯
展
を
開
い
た
。」
と
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
に
焦
点
を
当
て
た
。

　

続
け
て
脇
村
は
「（
略
）
開
館
十
五
周
年
記
念
の
展
示
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、

広
く
一
般
の
希
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
佐
伯
展
の
再
開
を
求
め
る
声

が
も
っ
と
も
多
い
と
い
う
の
に
こ
た
え
て
、
約
百
点
の
油
絵
を
あ
つ
め
て
第
二

回
佐
伯
展
を
開
き
、
さ
ら
に
四
十
三
年
に
は
五
十
数
点
の
未
公
開
佐
伯
展
を
開

き
、
戦
後
三
回
の
佐
伯
展
を
開
催
し
て
、（
略
）
多
く
の
入
場
者
を
あ
つ
め
る

こ
と
が
で
き
て
、
佐
伯
に
た
い
す
る
社
会
的
な
支
持
、
こ
と
に
青
年
層
の
間
に

そ
れ
の
た
か
ま
っ
て
い
る
の
を
確
か
め
た
の
で
あ
っ
た
。
／
こ
う
し
た
佐
伯
に

た
い
す
る
社
会
的
評
価
の
確
立
と
と
も
に
、
佐
伯
の
絵
の
価
格
は
、
戦
後
と
く

に
こ
の
十
年
間
、
す
な
わ
ち
佐
伯
歿
後
三
十
周
年
か
ら
四
十
周
年
ま
で
の
間
に
、

急
激
に
高
騰
し
つ
づ
け
、
そ
れ
が
却
っ
て
佐
伯
の
絵
に
た
い
す
る
蒐
集
熱
を
一

層
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
）
55
（

。」
と
綴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
後
年
、
脇
村
は
同
文

を
同
じ
題
で
書
き
改
め
て
「
こ
う
し
た
こ
と
は
、
同
館
の
企
画
を
指
導
し
た
館

長
土
方
定
一
氏
の
見
識
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
に
お
け
る
佐
伯
祐
三
の

画
業
の
評
価
の
定
着
に
は
、
同
氏
お
よ
び
鎌
倉
近
代
美
術
館
の
功
績
を
見
逃
が

す
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
土
方
を
称
え
た
）
56
（

。

　

土
方
定
一
は
、
佐
伯
祐
三
を
日
本
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
典
型
例
だ
と
し
た
）
57
（

。

七
十
二
歳
を
間
近
に
控
え
た
土
方
は
、
第
一
回
佐
伯
展
を
回
想
し
て
こ
う
綴
っ

て
い
る
。

　
「
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
が
最
初
に
展
観
し
た
近
代
日
本
美
術
史
の
な
か

の
作
家
は
佐
伯
祐
三
で
あ
っ
た
。
入
場
者
が
少
な
く
、
亡
く
な
ら
れ
た
（
筆
者

注
・
佐
伯
祐
三
未
亡
人
の
）
佐
伯
米
子
さ
ん
が
来
ら
れ
て
、『
ず
い
ぶ
ん
、
人

が
少
な
い
の
ね
』
と
歎
か
れ
た
声
が
い
ま
で
も
聞
え
る
よ
う
だ
。（
略
）
そ
の
後
、

二
回
、佐
伯
祐
三
展
を
開
催
し
て
、そ
の
都
度
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
佐
伯
祐
三
の
作
品
を
調
査
、
発
掘
し
て
い
る
。
先
年
、
東
京
、
東
芝
ビ
ル
で

開
催
し
た
と
き
の
、
た
い
へ
ん
な
入
場
者
を
考
え
る
と
、
今
昔
の
感
に
堪
え
な

い
、
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
）
58
（

。」

　

土
方
提
案
に
よ
る
第
一
回
佐
伯
展
は
一
九
五
二
年
に
開
か
れ
た
。
そ
の
会
期

お
よ
そ
一
カ
月
間
の
「
入
場
者
は
僅
か
に
３
４
１
３
人
で
あ
っ
た
。
今
日
か
ら

み
れ
ば
、
全
く
考
え
ら
れ
な
い
人
数
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
頃
の
佐
伯

祐
三
の
作
品
の
値
段
は
、
非
常
に
低
か
っ
た
。
馬
鹿
の
よ
う
に
高
い
値
段
に

な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
）
59
（

。」
と
神
奈
川
県
立
近
代
美

術
館
の
資
料
は
伝
え
て
い
る
。
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佐
伯
祐
三
は
、
土
方
定
一
に
よ
る
第
一
回
佐
伯
展
を
経
て
さ
ら
に
重
要
な
作

家
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐
伯
祐
三
評
価
の
歴
史
に
お
い
て
、
土
方

の
慧
眼
は
見
落
と
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
土
方
を
佐
伯
祐
三
に
導
い

た
で
あ
ろ
う
勝
本
清
一
郎
の
存
在
も
記
憶
し
て
お
き
た
い
。
神
奈
川
県
立
近
代

美
術
館
の
皮
切
り
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
」
だ
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、

土
方
副
館
長
の
志
向
が
ロ
ー
カ
ル
美
術
館
と
は
別
に
あ
っ
た
こ
と
は
自
ら
証
言

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
60
（

。
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
人
画
家
の
展
覧
を
企
画
す
る
と

き
、
土
方
の
念
頭
に
は
佐
伯
祐
三
が
浮
上
し
た
。
そ
し
て
そ
の
構
想
の
担
保
は
、

ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
に
知
り
得
た
、
勝
本
清
一
郎
に
よ
る
佐
伯
祐
三
評
価
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

注

（
1
）　

佐
々
木
静
一
「
鎌
倉
近
代
美
術
館
の
出
発
」（『
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
30
年
の
歩

み　

資
料
・
展
覧
会
総
目
録
』
／
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
／
一
九
八
二
年
三
月
三
十

一
日
）。
土
方
定
一
と
村
田
良
策
は
共
に
東
京
帝
国
大
学
で
大
塚
保
治
に
学
ん
だ
。
土

方
が
一
九
三
〇
年
三
月
に
「
美
學
美
術
史
學
科
（
美
學
）」、
村
田
は
一
九
一
九
年
七
月

に
「
哲
學
科
（
美
學
、
美
術
史
専
修
）（
美
學
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
た
（『
東
京
帝

國
大
學
卒
業
生
氏
名
錄
』
二
百
七
十
八
〜
二
百
七
十
九
頁
／
東
京
帝
國
大
學
／
一
九
三

三
年
九
月
二
十
五
日
）。

（
2
）　
『
歴
程
』
二
百
六
十
九
号
収
録
「
土
方
定
一
年
譜
」
に
よ
る
（
歴
程
社
／
一
九
八
一

年
三
月
一
日
）。
同
号
は
「
特
集　

土
方
定
一
追
悼
」
号
で
あ
る
。

（
3
）　

土
方
定
一
『
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
た
ち
』（
美
術
出
版
社
／
一
九
六
七
年

十
二
月
二
十
日
）
の
巻
末
略
歴
か
ら
。
こ
の
巻
末
略
歴
に
つ
い
て
小
田
切
秀
雄
は
、
土

方
の
「
自
筆
と
見
ら
れ
る
略
歴
」
だ
と
し
て
い
る
（
土
方
定
一
『
近
代
日
本
文
学
評
論

史
』
三
百
五
十
一
頁
／
財
団
法
人
法
政
大
学
出
版
局
／
一
九
七
三
年
十
一
月
二
十
五

日
）。

（
4
）　
『
み
づ
ゑ
』
一
九
六
八
年
五
月
号
四
十
八
〜
四
十
九
頁
（
美
術
出
版
社
／
一
九
六
八

年
五
月
三
日
）

（
5
）　

土
方
定
一
『
ト
コ
ト
コ
が
来
た
と
言
ふ
』
百
二
十
五
頁
（
平
凡
社
／
一
九
七
八
年
十

月
十
一
日
）

（
6
）　

前
記
の
『
歴
程
』
二
百
六
十
九
号
収
録
「
土
方
定
一
年
譜
」
を
指
す
。

（
7
）　

武
林
無
想
庵
・
作
、
武
林
朝
子
・
筆
記
『
む
さ
う
あ
ん
物
語
15
』
六
百
九
十
四
〜
六

百
九
十
五
頁
（
無
想
庵
の
会
／
一
九
六
〇
年
一
月
二
十
五
日
）

（
8
）　

前
記
の
『
む
さ
う
あ
ん
物
語
15
』
六
百
七
十
六
〜
六
百
七
十
八
頁

（
9
）　

前
記
の
『
む
さ
う
あ
ん
物
語
15
』
七
百
二
十
頁

（
10
）　

山
本
夏
彦
「
無
想
庵
物
語
（
十
九
）」（『
諸
君
！
』
一
九
八
七
年
七
月
特
別
号
三
百

三
〜
三
百
四
頁
／
文
藝
春
秋
／
一
九
八
七
年
七
月
一
日
）

（
11
）　

山
本
夏
彦
「
無
想
庵
物
語
（
二
十
）」（『
諸
君
！
』
一
九
八
七
年
八
月
号
二
百
七
十

頁
／
文
藝
春
秋
／
一
九
八
七
年
八
月
一
日
）

（
12
）　

武
林
無
想
庵
・
作
、
武
林
朝
子
・
筆
記
『
む
さ
う
あ
ん
物
語
16
』
七
百
二
十
二
〜
七

百
二
十
三
頁
（
無
想
庵
の
会
／
一
九
六
〇
年
四
月
十
五
日
）

（
13
）　
「
鐡
道
省
編
纂　

汽
車
時
間
表　

十
月
號　

通
卷
第
六
十
七
號
」（
日
本
旅
行
協
會
／

一
九
三
〇
年
十
月
一
日
）。
同
書
九
頁
時
刻
表
に
よ
れ
ば
、
東
京
駅
を
寝
台
列
車
で
月

曜
日
の
午
後
九
時
四
十
五
分
に
出
発
す
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
十
三
日
後
の
日
曜
日
に

到
着
す
る
。

（
14
）　

発
行
は
木
星
社
書
院
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
屋
井
參
市
」
に
よ
る
翻
訳
本
は
他
に
ヘ

ル
ン
レ
著
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
の
根
本
問
題
』（
世
界
社
／
一
九
三
〇
年
五
月
二
十

日
）
が
あ
る
。

（
15
）　

勝
本
清
一
郎
、
平
野
謙
「
対
談　

ハ
リ
コ
フ
会
議
の
こ
ろ
」（『
文
学
』
三
十
二
号
七

十
一
〜
九
十
一
頁
／
岩
波
書
店
／
一
九
六
四
年
四
月
十
日
）。
ち
な
み
に
、
土
方
と
同

じ
一
九
三
〇
年
三
月
に
東
京
帝
国
大
学
「
美
學
美
術
史
學
科
（
美
術
史
）」
を
卒
業
し

た
三
宅
正
太
郎
に
よ
る
と
「
昭
和
五
年
の
秋
、
土
方
の
指
示
と
誘
い
に
よ
っ
て
、
メ
ー

リ
ン
グ
の
著
書
と
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
論
文
を
土
方
定
一
と
共
訳
し
た
『
マ
ル
ク



土
方
定
一
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在

（561）784

ス
主
義
美
学
』
を
脱
稿
、
翌
六
年
共
生
閣
か
ら
上
梓
し
た
。
訳
者
の
方
は
土
方
が
屋
井

三マ
マ

市
、
私
は
三
宅
洸
と
し
た
。
出
版
前
に
土
方
定
一
は
ド
イ
ツ
へ
旅
立
ち
、
出
版
ま
で

の
雑
務
は
私
が
仕
末
し
た
」
と
い
う
（
三
宅
正
太
郎
『
回
想
の
芸
術
家
た
ち
』
二
十
七

頁
／
財
団
法
人
国
鉄
厚
生
事
業
協
会
／
一
九
八
六
年
三
月
三
十
日
）。
ま
た
、
神
奈
川

県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
と
し
て
土
方
の
下
で
働
い
た
青
木
茂
は
「
新
・
旧
刊
案
内
43　

土
方
定
一
と
勝
本
清
一
郎
、
ま
た
は
ハ
リ
コ
フ
会
議
と
大
逆
事
件
」
と
題
し
て
両
者
お

よ
び
ハ
リ
コ
フ
会
議
に
言
及
し
て
い
る
（『
一
寸
』
第
四
十
三
号
一
〜
七
頁
／
書
痴
同

人
／
二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
日
）。

（
16
）　
『
資
料　

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動　

第
四
巻
』
二
十
五
頁
（
三
一
書
房
／
一

九
七
三
年
九
月
三
十
日
）

（
17
）　

勝
本
清
一
郎
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
私
」（『
鑑
賞
と
研
究　

現
代
日
本
文
学
講
座　

小
説
６
』
三
百
二
十
二
頁
／
三
省
堂
／
一
九
六
二
年
六
月
二
十
五
日
）、
藤
森
成
吉
「
ハ

リ
コ
フ
会
議
の
思
い
出
」（
三
）（『
読
書
の
友
』
一
九
六
六
年
十
月
三
日
第
六
面
／
日

本
共
産
党
中
央
委
員
会
機
関
紙
経
営
局
）。

（
18
）　

同
例
言
に
は
「
ク
レ
ラ
の
論
文
の
一
つ
は
、
既
に
昨
年
十
二
月
に
發
表
さ
れ
た
も
の

で
、
私
は
そ
れ
を
下
宿
の
婆
さ
ん
が
魔
法
瓶
の
中
に
入
れ
て
置
い
て
く
れ
る
溫
か
い
紅

茶
を
す
ゝ
り
乍
ら
讀
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
底
無
し
と
も
思
は
れ
る
病
氣
が
續
い
た
。」

と
も
記
さ
れ
る
。

（
19
）　

島
﨑
蓊
助
『
島
﨑
蓊
助
自
伝　

父
・
藤
村
へ
の
抵
抗
と
回
帰
』
九
十
三
頁
（
平
凡
社

／
二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
二
日
）

（
20
）　

島
崎
蓊
助
「
ベ
ル
リ
ン
の
屋
根
の
下
で
」（
前
記
の
『
歴
程
』
二
百
六
十
九
号
三
十

一
頁
）

（
21
）　
『
帝
國
大
學
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
二
十
一
日
第
一
面

（
22
）　

川
上
武
、
加
藤
哲
郎
『
人
間　

国
崎
定
洞
』
二
百
五
十
二
〜
二
百
五
十
三
、
三
百
四

十
一
頁
（
勁
草
書
房
／
一
九
九
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）

（
23
）　

加
藤
哲
郎
『
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
│
│
洋
行
知
識
人
の
反
帝
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
九
十
五
頁
（
岩
波
書
店
／
二
〇
〇
八
年
十
月
十
五
日
）。
前
記
の
『
人
間　

国
崎
定
洞
』
二
百
九
頁
。

（
24
）　

前
記
の
『
人
間　

国
崎
定
洞
』
二
百
二
十
四
頁

（
25
）　
『
昭
和
七
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
要　

歐
米
關
係　

内
務
省
警
保
局
』（
同
資
料

収
録
文
献
は
『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成　

第
一
六
巻
』
四
百
十
二
頁
。
荻
野
富
士
夫

編
解
題
／
不
二
出
版
／
一
九
九
二
年
十
二
月
十
八
日
）。

（
26
）　

千
田
是
也
『
も
う
ひ
と
つ
の
新
劇
史
│
│
千
田
是
也
自
伝
』
百
三
十
七
〜
百
四
十
九

頁
（
筑
摩
書
房
／
一
九
七
五
年
十
月
二
十
日
）。
千
田
の
父
・
伊
藤
為
吉
と
片
山
潜
が

旧
友
で
あ
り
、
千
田
は
モ
ス
ク
ワ
在
住
の
片
山
潜
と
面
識
を
得
た
後
、
一
九
二
七
年
五

月
に
ベ
ル
リ
ン
入
り
し
た
。

（
27
）　

前
記
の
勝
本
清
一
郎
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
私
」（『
鑑
賞
と
研
究　

現
代
日
本
文

学
講
座　

小
説
６
』
三
百
十
八
頁
）

（
28
）　

千
田
是
也
「
ベ
ル
リ
ン
の
勝
本
さ
ん
」（『
勝
本
清
一
郎　

近
代
文
学
ノ
ー
ト　

４
』

付
録
／
み
す
ず
書
房
／
一
九
八
〇
年
十
月
三
十
日
）。
本
稿
引
用
箇
所
「
む
ろ
ん
勝
本

さ
ん
も
毎
回
出
席
さ
れ
た
。」
に
続
け
て
千
田
は
「
こ
の
一
九
三
〇
年
と
い
う
の
は
、

（
略
）」
と
書
く
。
す
な
わ
ち
「
話
し
あ
う
会
が
毎
週
も
た
れ
る
よ
う
に
」
な
っ
た
の
は

一
九
三
〇
年
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
藤
森
成
吉
は
「
一
九
三
〇
年
の
一
月
、
私
は
妻

を
同
伴
す
る
こ
と
と
、
行
先
き
の
ド
イ
ツ
か
ら
ソ
連
へ
行
か
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で

海
外
渡
航
を
許
可
さ
れ
た
。」
と
書
き
残
す
。
従
っ
て
「
藤
森
夫
妻
が
ベ
ル
リ
ン
に
来

ら
れ
た
翌
年
」
と
は
一
九
三
一
年
で
あ
る
（
藤
森
成
吉
「
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
思
い
出
」

（
一
）
／
『
読
書
の
友
』
一
九
六
六
年
九
月
十
九
日
第
六
面
／
日
本
共
産
党
中
央
委
員

会
機
関
紙
経
営
局
）。

（
29
）　

土
方
定
一
「『
一
時
間
文
庫
』
の
こ
ろ
の
事
」
に
「
ボ
ク
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

行
っ
た
の
は
大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
五
年
で
、
東
京
駅
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ま
で
三
等
列
車

で
二
百
円
で
あ
っ
た
。
あ
と
で
、
ベ
ル
リ
ン
で
、
勝
本
清
一
郎
さ
ん
に
聞
い
た
こ
と
で

あ
る
が
、
他
の
人
は
東
京
駅
で
乗
る
時
だ
け
三
等
列
車
だ
が
、
君
だ
け
が
本
当
に
こ
こ

ま
で
三
等
列
車
で
来
た
と
い
わ
れ
た
。」
と
あ
る
（『
波
』
一
九
七
七
年
一
月
号
二
十
四

頁
／
新
潮
社
）。

（
30
）　

勝
本
淸
一
郎
「
僕
の
先
生
逹
」（『
文
章
倶
樂
部
』
一
九
二
八
年
新
年
特
輯
百
四
十
五

〜
百
四
十
六
頁
／
新
潮
社
／
一
九
二
八
年
一
月
一
日
）
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（
31
）　
『
み
づ
ゑ
』
一
九
五
二
年
三
月
号
三
十
八
頁
（
美
術
出
版
社
／
一
九
五
二
年
三
月
三
日
）

（
32
）　
「
佐
伯
祐
三
氏
遺
作
展
」（
東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
七
年
三
月
十
九
日
第
七
面
）

（
33
）　

發
次
郎
展
の
二
年
前
に
開
か
れ
た
佐
伯
祐
三
回
顧
展
（
銀
座
二
丁
目
三
共
ギ
ヤ
ラ

リ
ー
）
は
八
十
八
点
が
並
ん
だ
（『
銀
座
畫
廊
ニ
ユ
ー
ス　

№
２　

佐
伯
祐
三
回
顧
展

號
』
／
銀
座
畫
廊
／
一
九
三
五
年
十
月
一
日
）。
同
誌
第
四
面
に
よ
る
と
主
催
者
は
「
銀

座
畫
廊　

今
口
憲
一
」
で
あ
る
。
同
資
料
は
、
朝
日
晃
「
佐
伯
祐
三
の
パ
リ
に
見
る
焦

燥
（
７
）
│
│
足
跡
の
実
録
│
│
」
を
参
照
し
た
（
同
論
文
収
録
は
『
北
海
学
園
大
学　

学
園
論
集　

第
90
号
』
百
七
〜
百
十
四
頁
／
北
海
学
園
大
学
学
術
研
究
会
／
一
九
九
六

年
十
二
月
二
十
五
日
）。

（
34
）　

前
記
の
『
銀
座
畫
廊
ニ
ユ
ー
ス　

№
２　

佐
伯
祐
三
回
顧
展
號
』
第
二
面

（
35
）　
『
三
田
文
學
』
一
九
三
七
年
五
月
号
百
七
十
頁
「
新
刊
巡
禮
」（
三
田
文
學
會
／
一
九

三
七
年
五
月
一
日
）。
た
だ
し
、「
天
才
」
は
佐
伯
祐
三
ば
か
り
を
指
し
て
い
な
い
。

（
36
）　
『
み
づ
ゑ
』
一
九
三
七
年
四
月
号
（
春
鳥
會
／
一
九
三
七
年
四
月
三
日
）

（
37
）　
「
昭
和
十
二
年
度　

知
識
階
級
就
職
に
關
す
る
資
料
」
六
十
四
頁
（
厚
生
省
社
會
局

／
一
九
三
八
年
二
月
二
十
日
）。
同
資
料
に
よ
る
と
「
大
卒
銀
行
員
初
任
給
平
均
七
十

円
」
は
技
術
者
の
場
合
で
あ
る
。

（
38
）　
『
藝
術
新
潮
』
一
九
五
六
年
七
月
号
百
七
頁
「《
座
談
會
》
新
し
い
批
評　

古
い
批
評
」、

お
よ
び
『
三
彩
』
一
九
八
一
年
二
月
号
三
十
九
頁
、
藤
本
韶
三
に
よ
る
「
追
悼　

長
谷

川
潔
氏
・
土
方
定
一
氏
」
参
照
。

（
39
）　

勝
本
清
一
郎
は
佐
伯
ア
ト
リ
エ
訪
問
を
「（
略
）
昭
和
元
年
だ
っ
た
か
、
下
落
合
の

ア
ト
リ
エ
に
た
ず
ね
た
。」（
毎
日
新
聞
一
九
六
五
年
十
月
十
日
第
五
面
「
小
出
楢
重
と

佐
伯
祐
三
」）
と
記
す
一
方
で
、「
昨
年
の
春
彼
（
筆
者
注
・
佐
伯
祐
三
を
指
す
）
が
再

び
巴
里
へ
行
く
前
に
、
そ
の
落
合
の
ア
ト
リ
エ
で
一
度
逢
つ
た
事
が
あ
る
。」（『
都
新

聞
』
一
九
二
八
年
九
月
六
日
第
一
面
「
時
評　

佐
伯
祐
三
君
の
遺
作
」）
と
も
書
い
て

い
る
。

（
40
）　

前
記
の
勝
本
清
一
郎
「
小
出
楢
重
と
佐
伯
祐
三
」

（
41
）　

勝
本
英
治
「
佐
伯
祐
三
の
絵
」
／
『
新
文
明
』
一
九
六
八
年
五
月
号
三
十
八
〜
四
十

一
頁
／
新
文
明
社
）。
英
治
は
同
文
で
「
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
佐
伯
は
ま
た
フ
ラ
ン
ス

に
渡
り
、
パ
リ
か
ら
絵
葉
書
を
送
つ
て
く
れ
た
。」
と
も
綴
る
。

（
42
）　
『
三
田
文
學
』
新
年
増
大
號
百
六
〜
百
七
頁
（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
／
三
田
文
學
會
）

（
43
）　

勝
本
淸
一
郎
『
赤
色
戰
線
を
行
く
』
五
〜
七
頁
（
新
潮
社
／
一
九
三
一
年
一
月
一
日
）

（
44
）　

島
崎
蓊
助
「
勝
本
さ
ん
の
こ
と
」（『
勝
本
清
一
郎　

近
代
文
学
ノ
ー
ト
３
』
付
録
／

み
す
ず
書
房
／
一
九
八
〇
年
六
月
三
十
日
）

（
45
）　

前
記
の
勝
本
英
治
「
佐
伯
祐
三
の
絵
」

（
46
）　

前
記
の
勝
本
清
一
郎
「
小
出
楢
重
と
佐
伯
祐
三
」、
前
記
の
勝
本
英
治
「
佐
伯
祐
三

の
絵
」。

（
47
）　

土
方
定
一
「
現
代
美
術
の
展
望
」（『
ア
ト
リ
ヱ
』
３
０
０
号
記
念
特
集
、
一
九
五
一

年
十
一
月
号
四
頁
／
ア
ト
リ
ヱ
社
／
一
九
五
一
年
十
一
月
一
日
）

（
48
）　

古
賀
春
江
「
第
四
回
一
九
三
〇
年
展
感
」（『
み
づ
ゑ
』
一
九
二
九
年
二
月
号
二
十
二

〜
二
十
四
頁
／
春
鳥
會
／
一
九
二
九
年
二
月
三
日
）

（
49
）　

同
時
期
に
は
一
九
三
〇
年
叢
書
（
一
）
と
し
て
『
畵
集　

佐
伯
祐
三
』
が
二
円
五
十

銭
で
発
売
さ
れ
た
。
同
書
制
作
に
携
わ
っ
た
外
山
卯
三
郎
は
「
一
千
部
の
限
定
出
版

だ
っ
た
の
で
す
が
、
お
ど
ろ
い
た
ほ
ど
良
く
売
れ
て
」、
展
覧
会
終
了
時
に
は
「
殆
ん

ど
残
部
が
少
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
。」
と
回
想
し
て
い
る
（『
繪
』
第
百
七
十
号
十

七
頁
／
日
動
画
廊
／
一
九
七
八
年
四
月
一
日
）。

（
50
）　

外
山
卯
三
郎
「
一
九
三
〇
？
│
│
一
九
三
〇
年
協
會
第
四
回
展
を
觀
る
│
│
」（『
ア

ト
リ
ヱ
』
一
九
二
九
年
二
月
号
百
六
十
頁
／
ア
ト
リ
ヱ
社
／
一
九
二
九
年
二
月
一
日
）

（
51
）　

和
田
三
造
「
一
九
三
〇
年
協
會
展
覽
會
」（『
美
術
新
論
』
一
九
二
九
年
三
月
号
五
十

七
頁
／
美
術
新
論
社
／
一
九
二
九
年
三
月
一
日
）

（
52
）　

前
記
の
古
賀
春
江
「
第
四
回
一
九
三
〇
年
展
感
」

（
53
）　

藤
森
成
吉
『
知
ら
れ
ざ
る
鬼
才
天
才
』
二
頁
（
春
秋
社
／
一
九
六
五
年
六
月
十
日
）。

本
稿
筆
者
が
調
べ
る
限
り
、
藤
森
が
佐
伯
祐
三
を
語
る
文
章
は
確
認
で
き
な
い
。

（
54
）　

前
記
の
勝
本
清
一
郎
「
小
出
楢
重
と
佐
伯
祐
三
」。
勝
本
は
「
四
、
五
年
前
に
パ
リ

の
佐
藤
敬
君
の
ア
ト
リ
エ
で
、
佐
藤
君
ら
と
佐
伯
の
作
品
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

（
略
）
一
点
や
二
点
フ
ラ
ン
ス
人
に
見
せ
て
も
ダ
メ
で
、
ま
だ
佐
伯
の
絵
を
百
点
以
上

持
っ
て
い
っ
て
国
際
的
舞
台
で
展
覧
会
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
評
価
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し
ろ
と
い
っ
て
も
無
理
で
あ
る
、
そ
ん
な
結
論
に
な
っ
た
。」
と
回
想
す
る
。

（
55
）　

脇
村
義
太
郎
「
佐
伯
祐
三
の
画
業
と
蒐
集
家
」（
佐
伯
祐
三
全
画
集
刊
行
委
員
会
編

集
『
佐
伯
祐
三
全
画
集
』
二
百
九
十
一
頁
／
講
談
社
／
一
九
六
八
年
九
月
二
十
四
日
）。

同
書
二
百
八
十
九
頁
で
脇
村
は
、
佐
伯
祐
三
を
早
く
か
ら
認
め
た
勝
本
清
一
郎
に
も
触

れ
、
勝
本
の
佐
伯
に
対
す
る
「（
略
）
評
価
は
時
代
に
先
ん
じ
て
い
た
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
る
ま
い
。」
と
し
て
い
る
。

（
56
）　

脇
村
義
太
郎
『
脇
村
義
太
郎
著
作
集　

第
四
巻　

大
学
・
本
・
絵
』
三
百
五
十
一
頁

（
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
／
一
九
七
六
年
五
月
二
十
日
）

（
57
）　

土
方
定
一
『
日
本
の
近
代
美
術
』
百
七
十
一
、
百
八
十
三
頁
（
岩
波
書
店
／
一
九
六

六
年
十
月
二
十
日
）

（
58
）　
『
土
方
定
一
著
作
集
７　

近
代
日
本
の
画
家
論
Ⅱ
』
四
百
三
十
六
頁
（
平
凡
社
／
一

九
七
六
年
十
一
月
十
二
日
）

（
59
）　

柳
生
不
二
雄
「
１
９
５
０
年
代
の
思
い
出
」（『
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
30
年
の
歩

み　

資
料
・
展
覧
会
総
目
録
』
／
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
／
一
九
八
二
年
三
月
三
十

一
日
）

（
60
）　

土
方
は
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「（
略
）
鎌
倉
美

術
館
は
日
本
で
最
初
に
生
れ
た
近
代
美
術
館
な
の
だ
か
ら
、
特
に
地
方
性
と
い
う
こ
と

を
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
他
の
日
本
最
初
の
近
代
美
術
館
と
し

て
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
役
割
を
果
し
て
ゆ
き
た
い
。」
と
応
え
て
い
る
（「
日
本
の
美
術

館
Ⅱ　

神
奈
川
縣
立
近
代
美
術
館
」
／
『
ア
ト
リ
ヱ
』
一
九
五
二
年
二
月
号
三
十
四
頁

／
ア
ト
リ
ヱ
社
）。


